
採択事業一覧 

 

団体名 事業名 事業種別 事業概要 

 

親子支援ネットワー

ク♪あんだんて♪ 

 

UNITE ♪ハーモニー（レクリ

エーションプログラム・交流の

会） 

 

ピア交流

 

レクリエーションプログラム・交流の会（全 12 回） 

ひきこもりを経験した青年スタッフが小物作り，料理教

室，映画鑑賞等を通じて，現在対人関係に困難を感じて

いる青少年と交流し，自己肯定感を高めると同時に，対

人不安を軽減し，外へ動き出すエネルギーを生み出す。

 

特定非営利活動法人 

京都教育サポートセ

ンター 

 

事務所開放事業「集い場」運営

事業 

 

ピア交流

 

集い場（全 30 回） 

ひきこもりや対人関係の苦手な若者等を対象に，土曜日

の13時から23時までと日曜日の13時から20時までの

うち 30 日間，当法人の事務所を開放し，参加者が自由

に過ごすことができる空間を提供し，自発的な一歩を踏

み出すきっかけとする。 

 

特定非営利活動法人 

京都 ARU 

 

 

作業を通じて自立に向けた第

一歩を考える事業 

 

ピア交流

もの作りワークショップ事業（全 12 回），料理講習と試

食事業（全 24 回），実行委員会（全 12 回） 

ひきこもりの状態から脱し，家族以外の社会関係の中で

活動を希望する青少年が居場所に集い，折り紙や料理を

通じて，コミュニケーション能力の向上と自己肯定感の

獲得を目指す。 

 

グループそのまま 

 

京都 BASIC・アクティ部 

 

ピア交流

 

京都 BASIC（グループワーク）（全 10 回） 

 発達障害の方やコミュニケーションに不安を抱える方

等が集い，自己紹介などフリートークやふりかえりを通

じ，自己理解を深め，コミュニケーション能力を身につ

ける。 

アクティ部（レクリエーション）（全 1 回） 

 ピクニック等の日帰りレクリエーションプログラム 

 

特定非営利活動法人 

恒河沙母親の会 

 

ピア交流事業（居場所事業） 

 

ピア交流

 

CAD 研修交流会（全 20 回） 

空手体験（全 2 回） 

お茶会（全 2 回） 

二ート，ひきこもり等，社会との接点を失いつつある

若者を対象に，CAD を用いた設計の勉強会，「挨拶の大

切さ」や「人との接し方」について気づきを得る「空

手」，リラックスしながら自由に会話する「お茶会」を

通じて，自信や意欲の向上を図る。 

 
 
 
 
 

 

 



団体名 事業名 事業種別 事業概要 

 

一般社団法人 

社会適応支援協会 

 

・「自分」と「知識」学び直し

プログラム 

・親支援プログラム 

・社会復帰プログラム 

 

ピア交流

・ 
安心ジョ

ブチャレ

ンジ 
 

「自分」と「知識」学び直しプログラム（全 40 回） 

 心理検査，集団カウンセリング，グループワーク及び個

人の能力に応じた「学び直し」を行い，社会活動のため

の知識とスキルの習得を行う。 

親支援プログラム（全 40 回） 

 集団ピアカウンセリングの形態をとりながら，親子関係

の再構築や自己理解を促進し，親自身の心の安定と社会

的疎外感や孤立感の解消を図る。 

社会復帰プログラム（全 40 回） 

 集計業務等の補助など，就業体験を行う。 

 

勇気の出るライブ実

行委員会 

 

・自分のオリジナル CD を作ろ

う！ 

・音楽交流会 

 

社会体験

活動 
 

ライブ CD の作成（全 6 回） 

 ひきこもり経験者など生きづらさを感じている若者を

対象に演奏の様子を録音し，オリジナル CD を作成する

ことで，自己の成長を客観的にとらえる手立てとする。

音楽交流会（全 6 回） 

 ライブ後に，ギター，打楽器，キーボード，楽譜等を置

き，自由に交流する場を設ける。  

 

特定非営利活動法人 

京都オレンジの会 

 

Indus Ray-Higashiyama/Herb

Cafe 事業 

 

安心ジョ

ブチャレ

ンジ 

Indus Ray-Higashiyama/Herb Cafe 事業 

働くことへ自信が持てない方等を対象に，南インド家

庭料理のお店で就労体験を行い，調理や接客業務等を

通じて挨拶の大切さや協調性を学び，対人不安の軽減

と自己肯定感を高める。 

※ 毎週土曜日・日曜日の 11 時～18 時 

 

京滋こどもソーシャ

ルワークセンター 

 

社会貢献型の就労支援プログ

ラムモデル事業 

 

安心ジョ

ブチャレ

ンジ 

社会貢献型の就労支援プログラムモデル事業（ 9 回／コ

ース） 

就労を希望しながら自信がない若者等を対象に，3 つの

モデルコース（①独居高齢者世帯への配食・見守り支

援コース，②ファンドレイジングの事務コース，③家

庭型学童での指導員コース）において，グループワー

ク，パーソナルサポーターとの就労作業及び専門家ア

ドバイザーによる振り返りを行う。 

 

一般財団法人まちの

縁側クニハウス＆ま

ちの学び舎ハルハウ

ス 

 

困難を抱える若者の就労支援

事業 

 

安心ジョ

ブチャレ

ンジ 
 

困難を抱える若者の就労支援事業 

ひきこもり等困難を抱える若者を対象に，当法人での

就労体験活動（京雑炊ハルハウスでの飲食業務等）や

生活自立支援センター及び B 型就労支援施設との協働

で実施する就労支援事業を通じ，就労意欲の向上を図

る。 

※年中無休で活動 

 
 



団体名 事業名 事業種別 事業概要 

 

特定非営利活動法人 

若者と家族のライフ

プランを考える会 

 

アート・プロダクション 

～あなたの作品を製品に～ 

 

安心ジョ

ブチャレ

ンジ 

 

展示販売イベント（全 4 回），スキルアップセミナー（全

5 回），キャリア相談（全 10 回），準備会議・制作（随時）

 ひきこもり経験等を有する若者を対象に，イラスト作品

等の製品化，企画，販売について，専門家の指導に基づ

き参加者同士のグループ作業による実務体験（OJT）を

行い，「社会参加・就労への基礎体力」の向上を目指す。

 
 
（参考）事業実施時期等 

   ・募 集 期 間：平成 26 年 4 月 1日～4月 22 日 

   ・選考委員会（面接審査）：平成 26 年 5 月 9 日 

 氏 名 職    名    等 

委員長 水野 篤夫 公益財団法人京都市ユースサービス協会事業部長 

委 員 

内田 香奈 
特定非営利活動法人きょうとＮＰＯセンター 市民活動創造事業部 

プロジェクト・マネージャー 

村松真理子 地域若者サポーター（登録サポーター） 

松森 敏郎 京都市文化市民局共同参画社会推進部勤労福祉青少年担当部長 

薗田 博司 公益財団法人京都市ユースサービス協会 子ども・若者支援事業統括 

   ・事 業 実 施：平成 27 年 3 月 31 日まで 

 


